
令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、

『
未
来
に
か
が
や
く
越
前
町
の

　
　
さ
ら
な
る
躍
進
に
向
け
た
予
算
』

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ
２
２
１
億
４
，

５
７
４
万
５
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
28
億
９
，

３
９
４
万
円
の
増（
15
．
０
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
１
４
４
億
６
，
０
０
０
万

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
21
億
５
，

０
０
０
万
円
の
増
（
17
．
５
％
増
）
と
な
り
、
過

去
２
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
重
点
的
な
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定
住
の
促
進

や
子
育
て
の
包
括
的
な
支
援
、学
校
教
育・ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
整
備
の
ほ
か
、
地
域
産
業
や
伝
統
産
業

の
振
興
と
、
担
い
手
の
確
保
、
観
光
産
業
の
活
性

化
、
災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
安

心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
、３
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

一般会計・歳入歳出予算の内訳

会　　計　　名 令和6年度予算額
❶

令和5年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 144億6,000万円 123億1,000万円 21億5,000万円 17.5

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 22億9,588万4千円 22億9,057万4千円 531万円 0.2

介 護 保 険 事 業 23億4,437万2千円 23億5,645万3千円 ▲1,208万1千円 ▲0.5

後期高齢者医療事業 3億4,479万3千円 3億1,894万9千円 2,584万4千円 8.1

簡易水道事業（廃止） 0 4億205万9千円 ▲4億205万9千円 皆減

公共下水道事業（廃止） 0 5億2,783万7千円 ▲5億2,783万7千円 皆減

集落排水事業（廃止） 0 2億5,851万8千円 ▲2億5,851万8千円 皆減

温 泉 事 業 2,123万1千円 2,228万1千円 ▲105万円 ▲4.7

農林漁業体験実習館事業 2,663万5千円 2,472万4千円 191万1千円 7.7

土地区画整理事業 3万7千円 3万7千円 0 0.0

小　　　計 50億3,295万2千円 62億143万2千円 ▲11億6,848万円 ▲18.8

事
業
会
計

水道事業（統合） 9億7,674万3千円 3億8,959万6千円 5億8,714万7千円 150.7

下水道事業（新設） 13億3,294万7千円 0 13億3,294万7千円 皆増

国民健康保険病院事業 3億4,310万3千円 3億5,077万7千円 ▲7,674千円 ▲2.2

小　　　計 26億5,279万3千円 7億4,037万3千円 19億1,242万円 258.3

合　　　　　計 221億4,574万5千円 192億5,180万5千円 28億9,394万円 15.0

ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の

予
算
規
模

快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

⃝
 

憩
い
の
場
の
整
備

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
解
体
後
の
跡
地
に
賑

わ
い
創
出
お
よ
び
地
域
や
商
工
業
者
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
な
る
地
域
交
流
施
設
を
整
備
し
ま

す
。

�

［
７
億
３
，９
２
７
万
４
千
円
］

⃝
 

宅
地
・
住
宅
の
整
備

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
な
ど
の
促
進
や
旧

耐
震
住
宅
の
建
替
え
お
よ
び
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
除
却
を
支
援
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
14
・
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

［
４
，４
１
０
万
６
千
円
］

⃝
 

災
害
の
予
防

　

台
風
な
ど
を
起
因
と
し
た
倒
木
に
よ
る
通

行
止
め
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
沿
道
林
を
事

前
伐
採
す
る
こ
と
で
、
孤
立
集
落
の
発
生
を

防
止
し
ま
す
。

�

［
７
５
０
万
円
］

⃝
 

防
災
・
救
急
体
制
の
充
実

　

災
害
用
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
、
災
害
発
生

後
の
被
災
調
査
（
立
入
不
可
能
箇
所
の
調
査

な
ど
）、
そ
の
他
の
防
災
関
連
業
務
へ
の
活
用

を
図
り
ま
す
。

�

［
７
３
万
１
千
円
］

主
な
事
業

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

⃝
 

子
育
て
支
援
の
充
実

　

令
和
６
年
12
月
支
給
分
か
ら
児
童
手
当
支

給
対
象
者
を
高
校
生
相
当
ま
で
広
げ
、
所
得

制
限
を
な
く
す
な
ど
制
度
の
拡
充
を
行
い
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
支
援
し
ま
す
。

�

［
３
億
３
，２
９
０
万
円
］

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た

相
談
支
援
の
充
実
と
経
済
的
支
援
を
一
体
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

�

［
１
，
２
８
５
万
５
千
円
］

⃝
 

保
健
事
業
の
推
進

　
新
た
に
、
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
す
る
こ
と
で

脳
疾
患
の
早
期
発
見
・
予
防
に
繋
げ
ま
す
。

�

［
３
０
万
円
］

⃝
 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
受
入
れ
環
境
の
整
備

　

若
者
の
移
住
・
就
職
支
援
を
行
い
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
や
大
学
卒
業
生
な
ど
の
移
住
定
住

促
進
を
図
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

［
１
，２
６
５
万
５
千
円
］

　

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大
学
な
ど
で
修

学
し
、
町
内
に
定
住
か
つ
定
職
し
た
方
に
対

し
て
、
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

�

［
７
０
０
万
８
千
円
］

⃝
 

外
国
か
ら
の
移
住
者
の
誘
致
促
進

　

外
国
人
高
度
人
材
の
本
町
へ
の
移
住
定
住

を
促
進
し
、
人
口
減
少
課
題
の
解
決
に
繋
げ

ま
す
。

�

［
６
７
万
２
千
円
］

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⃝
 

町
民
と
協
働
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
７
年
２
月
に
合
併
20
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
記
念
式
典
を
開
催
し
、
町
政
功
労

者
な
ど
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
20
周

年
を
記
念
し
た
企
画
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
支

援
し
ま
す
。

�
[

２
０
０
万
円]

⃝
 

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進

　

小
学
校
を
再
編
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
教

育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

�
[

１
，
９
５
５
万
８
千
円]

　

町
内
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
給

食
費
を
完
全
無
償
化
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
[

７
，５
８
１
万
６
千
円]

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

⃝
 

伝
統
産
業
の
振
興

　

越
前
焼
の
利
用
促
進
や
若
手
後
継
者
の
育

成
、
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

福
井
県
お
よ
び
丹
南
５
産
地
と
の
連
携
に
よ

り
産
地
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

�
[

１
，２
０
０
万
１
千
円]

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

⃝
 

観
光
産
業
の
活
性
化

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
の
利
用
者
の
増
加
や
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
一
部
を
キ
ャ
ン
プ
場

と
し
て
活
用
し
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

�
[

４
，
７
５
７
万
９
千
円]

　

北
陸
新
幹
線
県
内
開
業
後
の
観
光
客
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
丹
南
地
域
で
の

定
額
タ
ク
シ
ー
の
実
施
お
よ
び
敦
賀
駅
か
ら

越
前
地
区
へ
の
直
行
バ
ス
を
運
行
し
、
来
訪

者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

�
[

４
５
４
万
円]

問
合
せ
先　
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
１
１

町税
21億3,256万7千円
（14.8％）

地方交付税
54億円
（37.3％）

国、県支出金
25億3,441万8千円
（17.5％）

その他
37億2,691万5千円
（25.8％）

町債
6億6,610万円
（4.6％）

歳  入
144億6,000万円

人件費
22億3,392万円
（15.5％）

公債費
14億円2,406万9千円

（9.8％）

普通建設事業費
14億6,902万4千円
（10.1％）

その他
72億3,718万1千円
（50.1％） 扶助費

20億9,580万6千円
（14.5％）

歳  出
144億6,000万円
【性質別】

（％：構成比）

※ 簡易水道事業特別会計を上水道事業会計と統合し、名称を水道事業会計に改めています。
※公共下水道事業特別会計及び集落排水事業特別会計を統合し、下水道事業会計を新設しています。
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